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施主メッセージ　旭化成不動産レジデンス株式会社

住み心地を追求した上質な空間を提供
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　施工のポイント　　躯体構築を徐々にスピードアップ

アトラスタワー五反田　　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　４月２４日　（水曜日）
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■工事名称：（仮称）品川プロジェクト新築工事
■工事場所：東京都品川区西五反田二丁目番６号
■建　築　主：旭化成不動産レジデンス株式会社
■設計監理：（意匠・監理）株式会社NEXT ARCHITECT&ASSOCIATES

（構造・電気・設備・監理）西松建設株式会社　一級建築士事務所
■施　　工：西松建設株式会社　関東建築支社
■敷地面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地下１階地上階
■構　　造：ＲＣ造
■主要用途：共同住宅
■工　　期：年４月日～年３月日

３階ライブラリーラウンジ

２階ゲストルーム

　アトラスタワー五反田は、当社が手がける都心好立地の大規模
タワー「アトラスタワー中目黒」に続く、山手線直近エリアの新
築分譲マンションです。今回はＪＲ山手線をはじめ３路線が乗り
入れる五反田駅から徒歩５分の場所で開発しました。
　当社のフラッグシップとして都心に人が住まうことのあるべき
姿を真剣に考え、築地塀と門と庭に囲まれたタワーに緑、水、石
の潤いと庭を用いて静寂の空間を創り出しました。レジデンス専
用タワーマンションだからこそできる上質な空間を実現しており
ます。
　全戸のうち３～階は標準仕様の「スーペリア住戸」、
～階は「プレミアム住戸」となります。１ＬＤＫ～３ＬＤＫま
で全タイプのバリエーションに富んだ住戸プランをご用意いた
しました。角住戸率やワイドスパン、天井高などにこだわること
で生まれるゆとりの住み心地を演出しています。

　上層階のプレミアム住戸では富士山を望む眺望や充実の設備仕
様に加えて、標準住戸よりも天井高を高く確保するなど、プレミ
アムならではの上質な空間に仕上げました。また階は住戸付設
駐車場付き、その他のプレミアム住戸も駐車場優先権付きとなり
ます。
　３階ラウンジには個人、複数人で利用可能なワークブースと、
ライブラリーを設置しました。蔦屋書店が選書した約冊の本
や雑誌を用意し、自由に読書を楽しめます。蔵書は毎年増加し、
最終的には冊となる予定です。パーティールームにはソファ
セットやアイランドキッチンを備え付け、さまざまな集まりに利
用できます。貸し切りによる単独使用も可能です。またゲストを
招いた際に利用いただけるホテルライクなゲストルームも設置い
たしました。
　オフィシャルサイト開設以来、多くの方々にお問い合わせいた
だき、竣工間際の３月時点で販売住戸戸のうち既に９割が成
約済みになります。本物件が五反田の街に根付き、地域のランド
マークとなることを願っております。

エントランスゲート

中層階スーペリアルーム

エントランスホール

　計画地は桜田通りから少し入った目黒川沿
いの立地であり、周辺はオフィスビル等が並
ぶ都市的な環境に位置しています。本計画は
いわゆる都市型タワーマンションではなく
「邸宅性」を備えた趣のある計画を目指しま
した。ゲートを備え築地塀で囲まれたプライ
ベートな庭を建物前に設けています。これは
かつてあった老舗旅館の配置に呼応し、周辺
環境から区分するように住宅へゆるやかに誘
導するアプローチとしています。また敷地外
周では歩道整備や目黒川桜並木と呼応するよ
うな造園を計画し環境整備を行いました。
　外観の基壇部は石材とカーテンウォールガ
ラスで構成し、都市的でありながら落ち着き
のあるデザインとしました。住戸階はバルコ
ニーが連続する単調な外観にならないように
マリオンや列柱の構成、配色で各面をスクエ
アに分節しリズムのある外観としています。
また各階コーナー開口部のリブ形状の小庇や
最上階パラペットに建物全体を強調するコー
ニスを設け邸宅をイメージする印象的な外観
としました。
　住戸計画は各フレームのコーナーに柱を設
けず片持ち梁にて構成し開放性の高い住戸を
計画、また共用施設ではライブラリー、パー
ティールーム、ゲストルーム、ワークブース
を設け昨今の生活の多様性に即した内容とし
ています。
　株式会社NEXT ARCHITECT&ASSOCI ATES

設計部長　広瀬浩
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